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倉吉市誌（仮称）編纂業務公募型プロポーザル実施要領

１ 目的

この要領は、倉吉市誌（仮称）編纂業務（以下「本業務」という。）の受託候補者を選定

するにあたり、最適かつ優秀な提案を選定するために実施する公募型プロポーザル（以下

「本プロポーザル」という。）に関し、必要な事項を定めるものとする。

２ 業務の概要等

（１）業務の名称 倉吉市誌（仮称）編纂業務

（２）業務の委託期間 契約締結日から令和８年７月 31 日（金）まで

（３）業務の内容 別紙「倉吉市誌（仮称）編纂業務仕様書」のとおり

（４）業務の上限提案額 １６，９００，０００円（消費税及び地方消費税（以下「消費税

等」という。）を含む。）

ただし、各年度における限度額は次のとおりとする。（消費税等

を含む。）

令和５年度 ４，３００，０００円

令和６年度 ６，１００，０００円

令和７年度 ６，１００，０００円

令和８年度 ４００，０００円

支払いは、請求書を受理した日から 30 日以内に行うものとす

る。

３ 参加資格

本プロポーザルに参加しようとする者は、参加表明等の提出期限の時点において、以下

の要件をすべて満たすものとする。

（１） 地方自治法施行令（昭和 22年政令第 16号）第 167 条の４第１項各号のいずれにも

該当しない者であること。

（２） 会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）の規定による更生手続開始の申立て又は民

事再生法（平成 11 年法律第 225 号）の規定による再生手続開始の申立てがなされて

いない者であること。

（３） 令和５～７年度倉吉市入札参加資格者名簿に登録されている者であること、若しく

は企画提案書の提出までに登録を得る見込みの者であること。

（４） 企画提案書の受付期間中において、国又は地方公共団体から競争入札の参加資格停

止を受けていないこと。
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（５） 倉吉市の課税事業者である場合は、市税の滞納がないこと。

（６） 自治体史編纂業務において、編集等の専門的知識を有し、自社の業務体制で編纂に

関する専門の者（編集部、校正部）を配置し、過去に実績のある執筆者（ライター）

を確保できること。

また、進行管理や刊行後の資料の保管・活用等について助言できること。

（７） 類似の自治体誌（史）の制作実績（原稿執筆からのもの）及び写真デジタルアーカ

イブ化の実績を直近 10年以内で５件以上有すること。

４ スケジュール

本プロポーザルのスケジュールは、次のとおりとする。

５ 配布様式

様式１： 公募型プロポーザルに関する質問書

様式２： 公募型プロポーザル参加申込書兼誓約書

様式３： 公募型プロポーザル企画提案書

様式４： 業務経歴書（４-１自治体誌（史）・４-２デジタルアーカイブ化）

様式５： 業務の実施体制調書

様式６： 提案見積書

６ 本プロポーザルに関する質問及び回答

（１）質問書の提出

本プロポーザルに関する質問がある者（以下「質問者」という。）は、次のとおり質問

書を提出すること。なお、質問は参加申込書兼誓約書、企画提案書等提出書類の記載方法

及び仕様書の内容等に限り受け付ける。

ア 提出書類 公募型プロポーザルに関する質問書（様式 1）

項目 日程

募集公告 令和５年６月 14 日（水）

質問書の受付期間 令和５年６月 14 日（水）～

６月 23 日（金）

質問書に対する回答（ホームページ） 令和５年６月 28 日（水）

参加申込書兼誓約書の提出期限 令和５年７月５日（水）

参加承認の通知 令和５年７月７日（金）

企画提案書の提出期限 令和５年７月 14 日（金）

企画提案書の審査（ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ・質疑応答） 令和５年７月 20 日（木）予定

審査結果の通知 令和５年 ７ 月下旬予定

委託契約の締結 令和５年 ７ 月下旬予定
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イ 提出期限 令和５年６月 23 日（金）午後５時 00 分（必着）

ウ 提出先 事務局：倉吉市総務部企画課広報係

エ 提出方法 電子メールによる。

件名は、「倉吉市誌（仮称）編纂業務公募型プロポーザル 質問」とする。

（２）質問に対する回答

質問及び回答について、令和５年６月 28 日（水）までに市ホームページ上に掲載する。

なお、本回答は、本要領及び仕様書の追加または修正として扱い、意見表明や質問内容

が不明瞭なものについては回答しない場合がある。

７ 参加申込書兼誓約書の提出及び承認

（１）本プロポーザルへの参加を希望する者は、次のとおり書類を提出すること。

ア 提出書類（各１部）

（ア） 公募型プロポーザル参加申込書兼誓約書 （様式２）

（イ） 業務経歴書 （様式４-１・様式４-２）

※類似の自治体誌（史）の制作実績（原稿執筆からのもの）及び写真デジタルアー

カイブ化の実績を直近 10年以内で５件以上記載すること。

※業務実績の内容及び完了を確認できる書類（契約書、検査合格通知書の写し等）

を添付すること。

イ 提出期限 令和５年７月５日（水）午後５ 時 00 分（必着）

ウ 提出先 事務局：倉吉市総務部企画課 広報係

エ 提出方法 郵送

※配達の記録が確実に残る方法により送付すること。この場合におい

て、封筒の表面に「倉吉市誌（仮称）編纂業務公募型プロポーザル応募

書類在中」と朱書きすること。

（２）参加の承認

本プロポーザルの参加を承認する場合には、令和５年７月７日（金）までに事務局から

本プロポーザルの参加申込みを行った者に電子メールでその旨を通知する。

８ 企画提案書の提出

本プロポーザルの参加を承認された者（以下「参加者」という。）は、次のとおり企画提

案書を提出すること。

（１）提出書類

ア 公募型プロポーザル企画提案書 （様式３）

イ 企画提案説明書 （任意様式 次のとおりの内容を記載すること）

・編纂の基本方針の実現方法

・構成・目次
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・資料の収集・調査

・整理・分析

・原稿執筆

・編集校正

ウ 業務経歴書 （様式４ 参加申込に提出した書類の写し）

エ 業務の実施体制調書 （様式５）

オ 業務工程表 （任意様式）

※各年度における作業工程種別ごとに業務の進捗計画を記載する。

カ 提案見積書 （様式６）

※見積金額には消費税等を含むこと。

キ 積算内訳書 （任意様式、次のとおりの内容を記載すること）

・契約期間は、令和５年度から令和８年度までとし、支払いは、各会計年度１回払い

を予定し、報告書（作業進行状況について月ごとに書面で市に報告する）及び「工程

表（制作スケジュール」で定めた工程が着実に行われていることを示すデータ・原稿

等を確 認の上、受託者の請求に基づき支払うものとする。

・積算内訳書は、令和５年度から令和８年度までの年度ごとの見積額と全体の総額が

分かる見積書とし、年度ごとの見積書は、内訳として工程表に記載した各年度の予定

業務ごとに見積金額の算出根拠を記載し、消費税等は別途明示する。

（２）提出期限 令和５年７月 14 日（金）午後５ 時 00 分（必着）

（３）提出先 事務局：倉吉市総務部企画課 広報係

（３）提出部数 各７部（正本１部、副本６部）

（５）提出方法 郵送

※配達の記録が確実に残る方法により送付すること。この場合において、

封筒の表面に「倉吉市誌（仮称）編纂業務公募型プロポーザル応募書類在

中」と朱書きすること。

（６）企画提案書の記入上の留意事項

企画提案説明書のサイズは A4 判縦を基本とし、A3 判を添付する場合は折り込み

添付とする。文章の文字サイズは、10.5 ポイント以上、図の解釈等は 8.0 ポイント

以上とし、ページ数は 10 ページ程度とする。

９ 審査方法及び審査基準

（１）審査方法

ア 本プロポーザルでは、倉吉市が設置する「倉吉市誌（仮称）編纂業務受託候補者選

定委員会」（以下「選定委員会」という。）において、審査基準に基づき、企画提案書

及び企画提案説明書に係るプレゼンテーションを審査し、最優秀案を選定する。

イ プレゼンテーションの実施日時は、別途通知する。
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ウ プレゼンテーションは１者 20 分以内、質疑応答は 1者 10 分程度とする。その順

番は、企画提案書の受付の早い順に意向を確認して決定する。

エ プレゼンテーション及び質疑応答に参加できる人数は、1者あたり３人までとす

る。原則として、管理責任者となる予定者は出席すること。

オ プロジェクター及びパソコンを利用する場合は持参することとし、事前に申し出

ること。スクリーンは事務局が用意する。

カ 審査結果（参加者数、最適候補者名及び次点候補者名）は、市ホームページで公開

するとともに、参加した全ての事業者に通知する。

（２）審査基準

本プロポーザルの審査基準は、次のとおりとする。

（３）その他

ア 審査内容は非公開とし、審査結果に関する異議申立ては受付けない。

イ 企画提案書を提出した者が１者の場合であっても、本プロポーザルの実施を継続

するものとする。

10 最優秀案等の選定及び契約締結の交渉

（１） 審査の結果により、その得点の高い順に順位を決定し、最も高い得点を得た第１位

の企画提案を最優秀案として選定する。

（２） 第１位となる企画提案が複数ある場合には、提案見積書の金額が最も低い企画提案

を最優秀案として選定する。

（３） 参加者が１者の場合、60 点以上の合計得点を得なければ、当該企画提案を最優秀案

として選定しない。

（４） 最優秀案を提案した者（以下「受託候補者」という。）と随意契約による契約の締結

に向けた交渉を行う。なお、交渉が不調となった場合には、その者を除いたより上位の

企画提案から順に、その提案を行った者と交渉を行う。

審査項目 配点

（1）企画提案

①企画 10 点

②資料収集・執筆・編集 20 点

③校正 10 点

④業務工程 10 点

⑤業務実施体制 15 点

⑥その他（特別な提案に加点する） 5点

⑦見積金額 10 点

（2）事業者の経験及び能力 20 点
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11 契約手続き

契約にあたっては、仕様書に受託候補者の企画提案書の記載事項（選定委員会が評価した

事項に限る。）を反映したものを基本とするが、本業務の目的達成のため、受託候補者との

協議により、提案見積金額を超えない範囲で、仕様書の項目を追加、変更若しくは削除又は

契約金額の調整等を行うことがある。

12 接触の禁止

参加申込者は、受託候補者が選定されるまでの間、担当部署及びその上位の職にある職員

に対し、本プロポーザルの手続きとして必要な場合を除き、面談、電話等の接触をしてはな

らない。また、選定委員会に属する職員に対し、本プロポーザルに関する接触を求めてはな

らない。

13 失格事項

参加者が次のいずれかに該当する場合は、失格とする。

（１） 前記３の参加資格を満たさなくなった場合

（２） 提案見積書の金額が前記２（４）の業務の上限提案額を超えている場合

（３） 前記８の提出期間、提出場所、提出方法等に適合しない企画提案を行った場合

（４） 提出書類に虚偽の記載があった場合

（５） 審査の公平性を害する行為があった場合

14 その他留意事項

（１）手続きにおいて使用する言語及び通貨は、日本語と日本円とする。

（２）提案は１者につき１提案限りとする。

（３）本プロポーザルへの参加に要する費用は、全て参加者の負担とする。

（４）提出期間を過ぎた後の提出書類の差し替え、修正又は変更は、これを認めない。

（５）提出書類は、提案者であっても返却しない。

（６）提出書類の著作権は、参加申込者に帰属する。ただし、倉吉市が本プロポーザルの

報告、公表等のために必要な場合は、参加申込者の承諾を得た上で、提出書類を無償

で使用する。

（７）情報公開請求があった場合は、原則として公開の対象となるが、公開することでそ

の者の権利、競争上での利害があると認められる情報は非公開となる場合があるの

で、市から連絡があった場合申し出ること。

（８）契約書の作成に要する費用は、受託候補者の負担とする。

（９）本公告に定めのない事項については、地方自治法（昭和 22年法律第 67号）、地方

自治法施行令、倉吉市財務規則（平成 12 年倉吉市規則第 30号）等の関係法令等の定

めるところによる。
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15 事務局（書類提出先・問い合わせ先）

倉吉市総務部企画課 広報係 鵜沼

［所 在 地］〒682-8611 鳥取県倉吉市葵町 722 番地

［電 話］0858-22-8161

［ファクシミリ］0858-22-8144

［電子メール］kouhou@city.kurayoshi.lg.jp


